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アジェンダ

在宅医療における看護師（主に訪問看護師）の役割とは

⚫ 在宅医療における看護師（主に訪問看護師）の概要

⚫ 訪問看護師の役割

⚫ 多職種連携の際のコーディネーターの役割や事例等
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看護の役割

療養上の世話

日常生活

への支援

診療の補助

医師の指示に基

づき、安全で効果

的に治療を受けら

れるように、専門知

識を持って治療を

サポートする

あらゆる年代の個人や家族、集団、地域社会を対象とし、
そのすべてが最大限の健康を取り戻し、

出来る限り質の高い生活はできることを目的とした支援的活動。

目的は、本来その人が持つ自然治癒力に働きかけ、
回復しやすい環境を整え、健康の保持増進や、病気の予防や苦痛の緩和を行い、

生涯を通して、その人らしく暮らしていくことができるよう、
身体的、精神的、社会的に支援すること。
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訪問看護制度

⚫ 1992年 老人保健法改正により、在宅の寝たきりの高齢者等に対 

 して、老人訪問看護ステーションから看護師等が訪問し 

 看護サービスを提供

⚫ 1994年 健康保険法改正により、すべての年齢の方への訪問看護

 提供が可能になった

⚫ 2000年 介護保険制度施行に伴い、介護保険法に基づく訪問看護 

 提供の開始

＊制度創設から32年が経過。

 その間に訪問看護の機能拡大が徐々に図られ、

  施設（算定要件あり）や医療的ケア児が在籍する学校等への 

  訪問も可能
医療的ケア児支援法
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訪問看護が目指すこと：『その人らしく暮らし、生きることの支援』

・訪問看護の定義
『対象者が在宅で主体性をもって健康の自己管理と必要な資源を自ら活用し、生活の質を高めることができ

るようになることを目指し、訪問看護従事者によって、健康を阻害する因子を日常生活の中から見出し、健康の
保持、増進、回復を図り、あるいは疾病や障害による影響を最小限に留める。また安らかな終末期を過ごすこと
ができるように支援する。そのために具体的な看護を提供したり指導をして、健康や療養生活の種々の相談にも
応じ、必要な資源の導入・調整をする』 日本看護協会 訪問看護検討委員会，１９９０

・在宅や地域で生活している人々が、疾患や障がい等を持っていても、医療機器を使っていても、それらと折り合
いをつけながら、住み慣れた自宅や地域で、安心・安全で尊厳が守られながら“その人らしく暮らし続け生きる”こ
とを多職種と連携・協働しながら生活を支えるサービス

・QOLの維持向上、QOD（より良い看取り）の実現の支援
・その人が持っている力を最大限活用し、セルフケア力を高めていくための支援
・在宅医療の推進

訪問看護利用者の特徴

・様々な健康課題を抱えている方
・医療デバイス（人工呼吸器、輸液ポンプ、在宅酸素など）を使用している方
・医療的ケアが必要な方や、要介護度の高い方
・終末期、難病、精神疾患、認知症、乳児を含む小児などすべての年齢層、あらゆる疾患・状態の方に対応
・療養者・家族の価値観や生活様式の多様化などから、生活課題や健康課題が複雑化している方
・独居、身寄りのない方の増加

医療保険を利用する方、
介護保険を利用する方がある
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訪問看護の仕組み

介護給付 予防給付 （１）要支援・要介護認定者のうち
・厚生労働大臣が定める疾病等の人
・特別訪問看護指示書が交付された場合
・精神科訪問看護指示書が交付された認
知症以外の精神疾患患者

（２）要支援・要介護に該当しない方
（３）要介護認定未申請の方
（４）40歳未満の方

要介護5
要介護4
要介護3
要介護2
要介護1

要支援2
要支援1

医療保険の場合

居宅介護支援事業者
（ケアマネジャー）

地域包括支援センター

かかりつけ医（医師の訪問看護指示書）

訪問看護ステーション

【厚生労働大臣が定める疾病等】

・末期の悪性腫瘍
・多発性硬化症
・重症筋無力症
・スモン
・筋委縮性側索硬化症
・脊髄小脳変性症
・ハンチントン病
・進行性筋ジストロフィー
・パーキンソン病関連疾患（ホーエン・
ヤールの重症度分類がステージ３以
上であって生活機能障害度がⅡ度ま
たはⅢ度のものに限る）
・多系統萎縮症
・プリオン病
・亜急性硬化性全脳炎
・後天性免疫不全症候群
・ライソゾーム病
・副腎皮質ジストロフィー
・脊髄性筋委縮症
・球脊髄性筋萎縮症
・慢性炎症性脱髄性多発筋炎
・頚髄損傷
・人工呼吸器を使用している状態

介護保険の場合
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訪問看護ステーションの概要①

⚫ 訪問看護アクションプラン２０２５ ～２０２５年を目指した訪問看護～

 国民の安全・安心な在宅療養生活の実現や、訪問看護の更なる推進を目指して、
公益社団法人日本看護協会、公益財団法人日本訪問看護財団、一般社団法人全
国訪問 看護事業協会が、訪問看護推進連携会議を設置し、２０１４年にアクション
プランを策定した。

Ⅰ．訪問看護の量的拡大

Ⅱ．訪問看護の機能拡大

Ⅲ．訪問看護の質の向上

Ⅳ．地域包括ケアへの対応

⚫ 現在は・・・

訪問看護アクションプラン2025の評価を行い、

2040年に向けた訪問看護のあり方検討会として検討中
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訪問看護ステーションの概要②

訪問看護ステーション数

約17,329ヶ所（2024年4/1現在）１）

新規開設されるが、閉鎖・休止する事業所も

24時間体制：88％が実施２）

訪問看護利用者数：約111.6万人２） （医療保険・介護保険）

訪問看護ステーションでの従事者数

訪問看護師 約11.0万人(常勤換算約8.2万人)２）

訪問看護ステーション従事者 約16.0万人(常勤換算約11.5万人) ２）

ステーションあたりの従事者：看護職：5.5人２）

従事者合計：7.8人２）

訪問看護ステーション全体の半数強が従事者5人程度の小規模事業所

＊地域特性はあるものの、
全体的にはステーション数、
利用者数、従事者数共に
年々増加傾向

規模の拡大が今後の課題のひとつ

１）令和6年4月：令和4年訪問看護ステーション数調査、全国訪問看護事業協会 ２）令和4年 介護サービス施設・事業所調査、厚生労働省統計情報部
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訪問看護の概要③ 訪問看護ステーション数
約17,329ヶ所（2024年4/1現在）１）

新規開設されるが、閉鎖・休止する事業所もある
地域特性はあるものの、全体的には増加傾向
24時間体制：88％が実施２） 1） 全国訪問看護事業協会,令和６年訪問看護ステーション数調査

2） 厚生労働省統計情報部,令和４年介護サービス施設・事業所調査



9

指定訪問看護ステーション数（都道府県） 2023年度調査

全国訪問看護事業協会, 2023年訪問看護ステーション数調査
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訪問看護ステーションの概要②

訪問看護ステーション数

約17,329ヶ所（2024年4/1現在）１）

新規開設されるが、閉鎖・休止する事業所も

24時間体制：88％が実施２）

訪問看護利用者数：約111.6万人２） （医療保険・介護保険）

訪問看護ステーションでの従事者数

訪問看護師 約11.0万人(常勤換算約8.2万人)２）

訪問看護ステーション従事者 約16.0万人(常勤換算約11.5万人) ２）

ステーションあたりの従事者：看護職：5.5人２）

従事者合計：7.8人２）

訪問看護ステーション全体の半数強が従事者5人程度の小規模事業所

＊地域特性はあるものの、
全体的にはステーション数、
利用者数、従事者数共に
年々増加傾向

規模の拡大が今後の課題のひとつ

１）令和6年4月：令和4年訪問看護ステーション数調査、全国訪問看護事業協会 ２）令和4年 介護サービス施設・事業所調査、厚生労働省統計情報部
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訪問看護ステーションの利用者の傷病分類（2022年）

介護保険利用者は、「循環器系の疾患」「筋骨格系及び結合組織の疾患」が多く、
健康保険等利用者は、「神経系の疾患」「精神及び行動の障がい」が多い。
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訪問看護ステーションの概要②

訪問看護ステーション数

約17,329ヶ所（2024年4/1現在）１）

新規開設されるが、閉鎖・休止する事業所も

24時間体制：88％が実施２）

訪問看護利用者数：約111.6万人２） （医療保険・介護保険）

訪問看護ステーションでの従事者数

訪問看護師 約11.0万人(常勤換算約8.2万人)２）

訪問看護ステーション従事者 約16.0万人(常勤換算約11.5万人) ２）

ステーションあたりの従事者：看護職：5.5人２）

従事者合計：7.8人２）

訪問看護ステーション全体の半数強が従事者5人程度の小規模事業所

＊地域特性はあるものの、
全体的にはステーション数、
利用者数、従事者数共に
年々増加傾向

規模の拡大が今後の課題のひとつ

１）令和6年4月：令和4年訪問看護ステーション数調査、全国訪問看護事業協会 ２）令和4年 介護サービス施設・事業所調査、厚生労働省統計情報部



13

地方公共団体, 
1.5%

公的社会保険関

係団体, 1.4%

医療法人, 
20.8%

社会福祉法

人, 5.4%

医師会, 1.9%

看護協会, 
0.9%

社団・財団法

人, 3.6%

協同組合, 1.3%

営利法人, 61.5%

特定非営利活動

法人（ＮＰ

Ｏ）, 1.3%

その他法

人, 0.5%

2022年訪問看護ステーション開設

（経営）主体別（割合）

地方公共団体

公的社会保険関

係団体

医療法人

社会福祉法人

医師会

看護協会

社団・財団法人

協同組合

営利法人

特定非営利活動

法人（ＮＰＯ）

その他法人

厚生労働省統計情報部,令和４年度介護サービス施設・事業所調査
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1事業所あたりの常勤換算従事者数

１事業所あたりの常勤換算従事者数

※1 看護職員：保健師、助産師、看護師、准看護師
※2 全体：保健師、助産師、看護師、准看護師、理学療法士、作業療法士、言語聴覚士、その他の職員

1993年～1999年 厚生労働省統計情報部,訪問看護実態調査
2000年～2022年 厚生労働省統計情報部,介護サービス施設・事業所調査

年度 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022

看護職員※1 4.4 4.3 4.4 4.5 4.3 4.0 4.2 4.2 4.2 4.2 4.2 4.3 4.3 4.5 4.6 4.6 4.6 4.7 4.7 4.8 4.8 5.0 5.3 5.3 5.4 5.6 5.5 

全体※2 4.7 4.7 4.8 4.9 4.7 4.5 4.6 4.8 4.9 5.0 4.9 5.0 5.2 5.4 5.7 5.9 6.0 6.1 6.3 6.6 6.7 7.1 7.3 7.6 7.8 8.0 7.8 
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訪問看護ステーションの利用者数, 9月中の看護内容 （複数回答）

９月中に訪問看護の提供があった利用者1,115,634人の看護内容（医療処置にかかる看護は全体の61.5％）

厚生労働省「令和４年介護サービス施設・事業所調査」より作成
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2022（令和４）年９月

訪問看護ステーションの訪問看護利用者数

1,115,634人のうち、

医療処置を受けた686,450人数 （複数回答）

厚生労働省「令和４年介護サービス施設・事業所調査」より作成

医療処置にかかる看護内容 （複数回答）
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訪問看護師に求められる能力

①利用者・家族と信頼関係を構築できる能力と人間性

②専門職としての熟練した観察力、判断力

③安全で確実な看護技術

④利用者と家族の主体性・個別性を尊重し、それをもとに看護過程を展開
できる能力

⑤利用者や介護者にわかりやすく伝えることができる能力と予測能力

⑥コミュニケーション能力

⑦マネジメント能力

出典：全国訪問看護事業協会編集 ここから始める訪問看護ステーションの開設・運営ガイドブック，メディカ出版，2023年
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・4つの場面での役割
・24時間対応
・重症度の高い方や
医療ニーズの高い方の

支援
・医療と介護の橋渡し
・切れ目のない医療と

介護の提供

・地域と病院との連携
・看看連携
・多職種連携
・地域づくり

訪問看護の役割
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機能強化型訪問看護ステーション

出典：厚生労働省，令和６年度診療報酬改定の概要 【在宅（在宅医療、訪問看護）】 
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専門性の高い看護師

・日本看護協会によって1994年専門看護師制度、1995年認定看護師制度、1998年認定看護

管理者制度を創設

・2014年 保健師看護師助産師法の一部改正によって、特定行為に係る看護師の研修制度

が創設された

出典：日本看護協会ホームページ等を参考に筆者作成

専門看護師
（CNS：Certified Nurse 
Specialist）

複雑で解決困難な看護問題を持つ個人、家族及び集団に対して水準の高い看護ケアを効率
よく提供するための、特定の専門看護分野の知識・技術を深めた専門看護師を社会に送り出
すことにより、保健医療福祉の発展に貢献し併せて看護学の向上をはかることを目的とする。
＊分野：在宅看護、地域看護、がん看護、精神看護、老人看護、慢性疾患看護など14分野

認定看護師
（CN：Certified Nurse）

特定の看護分野における熟練した看護技術及び知識を用いて、あらゆる場で看護を必要とす
る対象に、水準の高い看護実践のできる認定看護師を社会に送り出すことにより、看護ケア
の広がりと質の向上を図ることを目的としている。
＊分野：在宅ケア、緩和ケア、精神科看護、皮膚・排泄ケア、認知症看護など19分野

認定看護管理者
（CAN：Certified 
NurseAdministrator）

多様なヘルスケアニーズを持つ個人、家族及び地域住民に対して、質の高い組織的看護
サービスを提供することを目指し、 看護管理者の資質と看護の水準の維持及び向上に寄与
することにより、保健医療福祉に貢献する。

特定行為研修修了者 2025年に向け、今後の医療を支えるために保健師助産師看護師法が一部改正され、2015年
10月から医師が作成する「手順書」により特定行為を行う看護師に係る研修を実施している。
研修を修了した看護師は、医師が作成する手順書に基づき在宅医療に不可欠な医行為を診
療の補助として担う。
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訪問看護ステーションにおける専門・認定看護師及び特定行為研修修了者の在籍状況
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訪問看護ステーション管理者向け

導入編

研修受講編

「特定行為に係る看護師の研修制度」普及のためのリーフレット
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「特定行為に係る看護師の研修制度」普及のためのリーフレット

医師向け
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看取り推進に向けた訪問看護の役割例：遠隔死亡診断補助加算 （DX化の一例）
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看取り推進に向けた訪問看護の役割例：遠隔死亡診断補助加算 （DX化の一例）

【特別地域】

離島

奄美群島の地域

山村の地域

小笠原諸島

過疎地域

など

特別地域のみ

央
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訪問看護師の役割

• 療養者の想いや考えに寄り添い、意思決定を大事にしながら、安全・安心して『その

人らしく』暮らし続け、生きることを伴走者となって支援する。

また尊厳ある穏やかな看取りに向けた支援を行う

• 乳児から高齢者まで、あらゆる世代と疾患をお持ちの方に対する全人的ケア

• 生活の場において、安全かつ療養者個々の状態に応じた方策で療養者と家族が主

体になりながら、適切な医療を継続して受けられるよう支援する

• 身体的、心理的、社会的自立を見据えて、療養者と家族に対して個別的なケアを

提供し、セルフケア力を高めていく

• 多職種連携を図りながら、療養者と家族の生活や尊厳を擁護していく

• 健康危機（食中毒、感染症、飲料水、医薬品、毒物劇物その他何らかの原因によ

り生じる地域住民の生命、健康の安全を脅かす事態）に対する対策と支援

• 災害対策と災害時の看護活動
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多職種連携の際のコーディネーターの役割：看護倫理視点のもとでの連携

・看護の実践にあたっては、人々の生きる権利、尊厳を保つ権利、敬意のこもった看護
を受ける権利、平等な看護を受ける権利などの人権を尊重することが求められる

・看護師の基本的責任

健康の増進

疾病の予防

健康の回復

苦痛の緩和（やすらかな看取り）

・人としての尊厳や権利、自己決定の権利等を擁護し、様々な健康問題を抱えていたと
しても、その人の力を最大限生かしながらその人らしく生きることを支える

・疾患や障がいがあっても、それと折り合いを付けながら、

自分らしく生活（生きる）することを支え、QOL・QODの維持・向上を図る

日本看護協会 看護師の倫理綱領

訪問看護の楽しさ・魅力
訪問看護師の腕の見せどころ

この軸を常に持ち、何ができるのか、何をするべきなのか…
を考えながら、できることから真摯に取り組む。 それを積み重ねていくこと
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多職種連携を行う際の訪問看護師のポイント

• 臨床推論として看護判断（アセスメント）を的確に行い、

行うケアの根拠などをチームメンバーにわかりやすく説明し、

多職種と共有し、チームが同じ方向を向いて進めるように調整を図る

• 俯瞰的視点や倫理的視点を持ってアセスメントを行い、看護ケアを提供する

• 心理的安全性のあるチームが構築できるよう

互いを知り、互いを労いながら助け合えるチームでいられるように働きかける

＊心理的安全性：①話しやすさ ②助け合い ③挑戦 ④新奇歓迎

出典：石井遼介，心理的安全性の作り方，日本能率協会マネジメントセンター，2020年

• 安心してチームメンバー同士が話したり、

相談できたり、気持ちを吐露できたりするチームになれるよう働きかける

• 地域のニーズに応じて、必要時は多職種と協働して行政や地域等に働きかけるなどしながら、地域のリ

ソースを作る視点をもって実践を積み重ねていく
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ご静聴ありがとうございました。

相手も自分も大事にしながら・・・

お互い、無理なく、楽しみをみつけながら頑張っていきましょう
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